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V-stationについて
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2009年に設置された大阪府立大学のボランティアセンター
学生・職員・教員の３者で運営していて、主に大学生向けにボラ
ンティア活動の紹介や、地域と協働した各種プロジェクトの企画、
ボランティア団体の設立・運営支援などをおこなっています。

ボランティア啓発の一環として｢ボランティア先生」事業をおこ
なっています。

活動は
6分野

年間
200件以上
の活動数

こと起こし
サポートも

実施

※福祉・国際・まちづくり
災害・環境・教育文化の6分野

※2019年度の総数 ※新しいことを始める際の
企画サポートなど



ボランティア先生とは？
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もともと、ゆうあいセンター（岡山県ボランティア・NPO活動支
援センター）が企画実施している事業です。

ボランティア出前授業とは
・ボランティアって何だろう？
・ボランティアって、どんな活動があるの？
・どうやってボランティアを始めたらいいの？

という３つの疑問を、小中学生と一緒に考え、またボランティア
に興味を持ってもらうことを目的とした活動です。

また、先生として教壇に立つ前に「ボランティア先生養成講座」
を開講していて、授業内容を伝えたり(ロールプレイング)、ボラ
ンティアとは何かということを授業内容をもとに参加者同士で

考えを深める機会をつくっています。
その他にも、子どもの前で話をする
ときに心に留めておくことなどもお
伝えしています。



V-stationがボランティア先生を実施することになった経緯
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V-stationでは、普段から大学生向けにボランティア啓発をおこなっ
ています。啓発活動を実践する中で、大学でボランティア活動に参
加している学生には、小さいうちからボランティアや社会活動に関
わりがあったり親しみを持っていた学生が多いことがわかってきま
した。

そこで、大学生がモデルになって、もっと年齢の若い小学生から高
校生にボランティアについて伝え、ボランティアや社会に対して関
心を持ってもらうような活動ができないかと考えているときに、ゆ
うあいセンターが実施している「ボランティア先生」を知りました。

2017年、ゆうあいセンターが実施している｢ボランティア先生養成講
座｣を受講し、この講座で「ボランティアとは
何かを学ぶこと」の魅力を知った私たちは、
大阪でボランティア先生を実現するべく｢ボラ
ンティア先生チーム｣を結成し現在も活動を展
開しています。



｢ボランティア先生」となる大学生について
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｢ボランティア先生」となる大学生は、普段からそれぞれテーマを
持ってボランティア活動をおこなっています。

それぞれの学生には、ボランティア活動を行う中で得られた｢気づ
き｣や｢学び｣があり、それらの体験を交えながら授業をおこなってい
ます。

教員を目指していない学生が｢ボランティア先生」となることも多い
ですが、それぞれが自分の体験を交えつつ、思いを持って先生をし
ています。また、授業前に必ず依頼先と綿密に打ち合わせを行い、
練習も何度もおこなったうえで、授業をおこなっています。

小中高生と年齢の近い大学生だからこそできる伝え方を追求し、柔
らかく、面白く授業をおこなえるように内容を考え、実施していま
す。



V-sationが実施している授業内容について
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対象：主に小学生〜高校生（１授業４０人ほど）

形式：対面形式でもオンライン形式でも承ります

時間：40分〜90分ほど（１授業あたり）

授業の主な内容（ご希望に応じて変更可能です）:
①ボランティアって、何だろう？
ボランティアのポイントをクイズを交えて学んでもらいます。

②いろいろなボランティアを知ろう！
ボランティア活動を分類して紹介します。

③ボランティアをしてみよう！
実際にボランティア活動を体験してもらいます。
＊希望者のみ。別日で調整します。

＊お申し込み後に、講師を務める学生ボランティアの調整を
させていただきます。授業期間の都合上、
８月下旬〜９月、２月下旬〜３月が依頼をお引き受けしやすいです。



これまでの実施事例
ご依頼の際にご参考にしてください。

また、過去に実施事例がない形態であっても、どのよう
に実施できるか考案させていただきます。
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対象：学童（3年生〜6年生約20人）

形式：対面

時間：45分程度

授業の主な内容：
「9つのボランティア」を伝えるなど授業
をおこなった後、有志児童が大学イベント
においてボランティア参加。

堺市立白鷺小学校・放課後ルーム
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2018年3月 実施 【授業1日＋実践1日】

・初めて大阪で実施した出前授業
・低年齢向けなのでわかりやすくまとめ、
ボランティア活動には様々な内容がある
ことを伝えた



開智中学・高等学校（和歌山県）

2019年２月〜４月 実施 【授業1日＋実践4日】

対象：中学生高校生（約40人）

形式：対面

時間：45分程度

授業の主な内容：
高校生有志に対して授業をおこない、岸和
田市社会福祉協議会の仲介のもと複数の地
域イベントにボランティア参加。

・ボランティア先生チームの大学生の
母校での実施

・中高生向けなので話し合う時間（ワーク
ショップ）を積極的に採り入れた
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2019年６月〜８月 実施 【授業2日＋実践1日】

対象：岸和田市内の高校生（7人）

形式：対面

時間：各60分程度

授業の主な内容：
地域イベントへの参加に向けた「企画・準
備・実践」を体験する計３日間の連続プロ
グラムをおこなった。

・市内の高校に呼びかけ参加希望者を募った
・ワークショップなどを通しながら
参加メンバー全体の信頼感を醸成した

・最終的にイベント出展まで実施

大阪府岸和田市内の高校生



堺市立庭代台中学校・ボランティアクラブ
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2019年９月 実施 【授業1日】

対象：ボランティアクラブ部員（約25人）

形式：対面

時間：90分程度

授業の主な内容：
1年生が15人程入部してきたがボランティ
アが何なのかよくわからず活動している状
況だということで、クラブ員に対して、ボ
ランティア活動について意欲を高め、改め
て動機付けをするための授業をおこなった。

・ボランティアのきっかけづくり
ではなく、実際に活動している
人に対して「考える場をつくる」
というアプローチだった



河内長野市の大学生等

2020年２月 実施 【授業1日】

対象：大学生や社会人（3人）

形式：対面

時間：90分程度

授業の主な内容：
翌週に開催される地域イベントのボラン
ティア参加者（主に経験者）に向けて、ボ
ランティアの基本に立ち返るきっかけとな
るよう授業をおこなった。

※イベントは新型コロナウイルスの影響に
より中止。

・地域イベント主催者の市民活動
センターからの依頼を受け、イ
ベント事前研修の扱いで実施

・活動時の心構えについて伝えた
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2020年９月 実施 【授業3日】 ※特定テーマに関する授業依頼

大阪府立淀川清流高校

・卒業生が教員を務める高校から
の依頼で、初めて授業科目の
一環として授業をおこなった

・初めてオンライン形式を用いた

対象：高校３年生（約30人）

形式：オンライン
（Zoomで学校と繋ぎライブ授業）

時間：各日90分程度（2コマ分）×3日間

授業の主な内容：
通年科目「ボランティア入門」を履修する
生徒に向け、「災害と防災」をテーマにし
た授業を4コマ分、「ボランティアの創造
性（課題発見→解決策の立案）」をテーマ
にした授業を2コマ分おこなった。



大阪市立旭陽中学校

2021年２月 実施 【授業1日】
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※特定テーマに関する授業依頼

・大阪市の「福祉教育プログラム」
に協力して実施

・複数教室で同時に授業を実施
することで多人数に対応した

対象：中学１年生５クラス（計200人超）

形式：対面

時間：90分程度（2コマ分）

授業の主な内容：
｢福祉授業｣の一環として、「福祉」をテー
マにした授業を2コマ連続で実施した。
福祉の意味や福祉の考え方を、ヘルプマー
クなどを使いながらわかりやすく伝えた。



最後に
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ここ最近は、「ボランティア」について伝えるだけではなく、災害
や福祉など特定のテーマについての授業依頼もいただくようになり
ました。

そのような場合でも、しっかり事前に打ち合わせさせていただき、
伝える内容について私たち大学生自身も勉強しながら、大学生だか
らこそできる伝え方を考え、分かりやすく、面白い授業を組み立て
ています。

また、この「ボランティア先生による出前授業」が、受講くださる
方々と繋がるきっかけとなり、そこから新しい活動がはじまってい
くことがあれば、私たちとしても大変嬉しいです。

ぜひご検討のほどよろしくお願いいたします。


